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文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、大
ホ
ー

ル
で
「
文
化
発
表
会
Ｉ
Ｎ
文
福
」
が

行
わ
れ
、
吹
奏
楽
や
金
管
バ
ン
ド
、

詩
吟
の
ほ
か
、
今
年
は
新
し
く
ダ
ン

ス
や
バ
レ
エ
、
王
寺
町
で
初
め
て
披

露
さ
れ
た
川
本
三
栄
子
氏
に
よ
る
雪

丸
講
談
が
加
わ
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
ス
テ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
セ
ン
タ
ー
横
の
広
場
で
の
王
寺

町
商
工
会
に
よ
る
雪
丸
大
市
に
は
多

く
の
来
場
者
が
詰
め
か
け
賑
わ
い
を

み
せ
ま
し
た
。
ま
た
、「
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー
」「
ち
び
っ
こ
ひ

ろ
ば
」
で
は
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

▲ジュニアバンド・ハルモによるファンファーレ

▲元気いっぱいにダンスを披露

▲情感こめて朗 と々

▲王寺町観光・広報大使 川本三栄子氏

▲体験コーナーの様子

王寺町文化祭
　１０月３１日（土）、１１月１日（日）の２日間、さわやかな秋晴れの下、王寺町文化祭が盛大に開催さ
れました。オープニングセレモニーでのジュニアバンド・ハルモによるファンファーレを皮切りに、
会場各所で展示や催しが行われました。
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や
わ
ら
ぎ
会
館
で
は
、
公
民
館

教
室
・
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
や
一

般
公
募
な
ど
多
く
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

ル
で
の
「
文
化
発
表
会 

Ｉ
Ｎ 

や

わ
ら
ぎ
」
で
は
、
高
校
生
に
よ
る

ダ
ン
ス
発
表
を
は
じ
め
、
ジ
ュ
ニ

ア
の
合
唱
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
コ
ン

サ
ー
ト
、
文
化
協
会
の
発
表
会
が

行
わ
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
リ
ー
ナ
で
は
、
文
化
協
会
や

婦
人
会
、
公
民
館
教
室
な
ど
の
作

品
展
示
、
菊
花
展
・
盆
栽
展
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
で
は
、
囲
碁
大
会

が
行
わ
れ
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

〈
菊
花
展
〉

　
一
般
大
菊
の
部

優
勝　

石
田　

司
郎

　

大
菊
福
助
の
部

優
勝　

遠
藤　

卓
雄

　

山
野
草
の
部

優
勝　

木
島　

静
夫

〈
囲
碁
大
会
〉

　

段
位
者
の
部

優
勝　

対
尾　

光
晴

　

級
位
者
の
部

優
勝　

萬　
　

尚
浩

●
各
種
入
賞
者

たくさんのご来場
　ありがとうございました。

▲作品に見入る来場者

▲日頃の練習の成果を発表

▲力作が揃いました ▲お茶席でほっとひといき
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奈良県観光キャンペーンで

　

１０
月
１9
日
（
月
）、
東
京
都
港
区
に
あ

る
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京
で
『
奈
良

県
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
奈
良
県
主
催
）』

が
開
催
さ
れ
、
王
寺
町
観
光
協
会
が
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
観
光
協
会
会
長
の
平
井
町
長
が
、
旅

行
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
・
出
版
社
に
明
神
山

の
眺
望
・
達
磨
寺
と
い
っ
た
名
所
や
歴
史

リ
レ
ー
講
座
、
雪
丸
の
講
談
等
を
紹
介
し
、

広
く
王
寺
町
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

ま
た
、
交
通
の
利
便
性
を
P
R
し
各
種

旅
行
プ
ラ
ン
等
に
取
り
込
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
商
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
観
光
協
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
的

に
王
寺
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

達
磨
寺
に
お
墓
が
あ
る
「
大
和
国
の
戦
国
大

名
・
松
永
弾
正
久
秀
」
の
命
日
に
あ
た
る
１０
月

１０
日（
土
）、
達
磨
寺
の
久
秀
墓
石
前
で
法
要
が

行
わ
れ
、
約
５０
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

久
秀
は
、
茶
道
に
通
じ
た
文
化
人
の
一
面
も

あ
り
、
そ
れ
に
ち
な
ん
で
当
日
参
拝
の
方
々
に

は
県
指
定
文
化
財
で
あ
る
方
丈
に
て
抹
茶
と
雪

丸
大
福
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、久
秀
の
１７
代
末
裔
の
方
も
参
列
さ
れ
、

と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

松永弾正久秀の命日に
　　達磨寺で法要を行いました！

王寺町をPR！
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１０
月
１８
日（
日
）、
王
寺
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
リ
ー

ベ
ル
ホ
ー
ル
に
て
歴
史
リ
レ
ー
講
座
「
大
和
の
古
都
は

じ
め
」
第
１３
回
を
開
催
し
、
県
内
外
か
ら
１
６
０
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
法
隆
寺
管
長
の
大
野
玄
妙
氏
で
、「
聖
徳
太
子

の
心
―
和
の
文
化
と
大
乗
精
神
―
」
と
題
し
た
講
演
で

は
、
聖
徳
太
子
の
生
涯
を
追
い
な
が
ら
太
子
が
説
か
れ

た
和
の
心
・
和
の
精
神
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、

世
界
規
模
で
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
座
終
了
後
、
王
寺
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

会
の
案
内
に
よ
り
16
名
の
方
が
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
達

磨
寺
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

１０
月
１７
日（
土
）、出
会
い
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
イ
ベ
ン
ト「
り
ー
べ
る
ア

ラ
カ
ル
ト
〜
本
日
の
一
品
〜
王
寺
工
業
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
″
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ 

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｓ
〞
」が
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
広

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
″
Ｔ
Ｈ
Ｅ  

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ  

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｓ
〞
」は
、生
徒
、先
生
を
含

む
２３
名
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
ブ
ル
ー
の
本
格
的
な
舞
台
セ
ッ
ト
と
音

響
設
備
を
持
ち
込
み
、タ
キ
シ
ー
ド
姿
の
指
揮
者（
先
生
）に
あ
わ
せ『
Ｔ
Ａ

Ｋ
Ｅ 

Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
』の
演
奏
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

グ
レ
ン
・
ミ
ラ
ー
の
ジ
ャ
ズ
を
中
心
に『
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｅ
』『
真
珠
の
首

飾
り
』な
ど
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
曲
の
演
奏
に
続
き
、ヒ
ッ
ト
・
メ
ド
レ
ー

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、『
学
園
天
国
』を
女
芸
人
と
称
さ
れ
た
女
生
徒
が
か
わ

い
ら
し
く
熱
唱
、吉
幾
三
顔
負
け
の『
酒
よ
』、ま
た『
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
』で
は
応
援

に
来
て
い
た
同
校
の
生
徒
が
突
然
バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
参
加
。手
作

り
の
か
ぶ
り
も
の
を
身
に
つ
け
て
の『
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

ゆ
き
ま
る
！
』

な
ど
、歌
っ
て
踊
っ
て
魅
せ
て
の
演
奏
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
り
、拍
手

だ
け
で
な
く
笑
い
も
響
く
演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ　　と

「大和の古都はじめ」第13回を開催！歴史リレー
講座

第15回　12月20日（日）13：30～15：00
　　　　 菅谷　文則氏（奈良県立橿原考古学研究所長）
　　　　　 「天智天皇の高安城と王寺」

第16回　１月17日（日）13：30～15：00
　　　　 岡本　彰夫氏（帝塚山大学特別客員教授）
　　　　　 「大和観光の魅力」

第17回　２月21日（日）13：30～15：00
　　　　 西山　厚氏（帝塚山大学教授）
　　　　　 「仏教の伝来と聖徳太子」

第18回　 ３月20日（日）13：30～15：00
　　　　 千田　稔氏（奈良県立図書情報館長）
　　　　　 「大和の古道」

お問い合わせは、王寺町観光協会　☎33－6668
ホームページ　http://www.oji-kanko.jp/

≪お買物券プレゼント≫受付時に、りーべる王寺東館専門店で、当
日に限りご利用いただけるお買物券（200円）をプレゼントします。

こ　　と

「大和の古都はじめ」平成２７年度下半期のラインナップ

定員270名　受講料　各回500円
当日12時30分から先着順で入場券配布・開場。事前に入場券の

配布は行いません。

場所　地域交流センター　リーベルホール
 ● 定員を超えた場合、別室にてスクリーンによる視聴を行います。
　（人数に限りがあります。受講料各回500円）。
 ● 講座終了後、自由参加形式により町内の社寺への散策を予定しています。

平成２７年度下半期から受付時間が変更になっています!!

礼
儀
良
し
！

 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
し
！

演
奏
良
し
！

王
寺
工
業
高
等
学
校 

吹
奏
楽
部 

　
″
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ 

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｓ
〞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

懐
か
し
の
ジ
ャ
ズ
を
演
奏
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11
月
３
日
（
文
化
の
日
）

に
、
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
で
、
東
京
大
学

名
誉
教
授
の
北
岡
伸
一
さ

ん
に
よ
る
文
化
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
昭
和
の
初
期

の
様
子
や
、戦
中
、戦
後
の

発
展
の
経
緯
、
そ
れ
に
続

く
平
成
の
時
代
に
つ
い

て
、
そ
の
時
代
背
景
と
と

も
に
説
明
し
て
頂
き
ま
し

た
。参
加
者
か
ら
も
「
話
が

わ
か
り
や
す
く
歴
史
に
対

す
る
新
た
な
認
識
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

の
意
見
が
多
数
あ
り
ま
し

た
。

　

最
後
に「
戦
後
、
日
本
は

模
索
し
な
が
ら
立
ち
上
が

り
、
多
く
の
困
難
を
乗
り

越
え
て
き
た
。現
在
は
新

し
い
時
代
に
向
か
う
位
置

に
立
っ
て
い
る
。」
と
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。

雨
乞
い
の
踊
り
と
し
て
全
国
各

地
で
踊
ら
れ
て
き
た
日
本
の
伝

統
芸
能
で
あ
る
な
も
で
踊
り
や

達
磨
音
頭
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▲講演を行う北岡さん

王
寺
伝
統
芸
能
ま
つ
り
を
行
い
ま
す

王
寺
町
制
施
行
90
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

北
岡
伸
一さ
ん
に
よ
る

「
昭
和
の
時
代
」と

　

国
際
社
会
と
日
本
の

　
　

関
わ
り
に
つ
い
て 

～
戦
後
７０
年
目
の
節
目
と
し
て
～ 

文
化
講
演
会
を

開
催

王寺町制施行
90周年記念イベント

▲多くの人が熱心に耳を傾けていました

な
も
で
踊
り
・
達
磨
音
頭

（
子
ど
も
落
語
２
名
）

（
桂
福
丸
氏
）

（
桂
九
雀
氏
）

　

王
寺
町
が
長
年
開
講
し
て
い

る
「
子
ど
も
落
語
教
室
」の
子
ど

も
達
と
、そ
の
卒
業
生
が
稽
古
を

重
ね
る「
九
雀
チ
ル
ド
連
」と
、各

教
室
の
講
師
で
あ
る
桂
九
雀
先

生
・
桂
福
丸
先
生
の
寄
席
。

　

ま
た
、
桂
九
雀
先
生
に
は「
聖

徳
太
子
と
愛
犬
雪
丸
の
も
の
が

た
り
」を
題
材
に
ネ
タ
を
創
作
し

て
も
ら
い
、本
イ
ベ
ン
ト
で
初
披

露
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

落　

語

王
寺
町
観
光
・
広
報
大
使
で
も

あ
る
川
本
三
栄
子
さ
ん
に
よ
る

講
談
。

「
聖
徳
太
子
と
雪
丸
」講
談

開
催
日
時
　
平
成
28
年
1
月
31
日（
日
）　
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
40
分

開
催
場
所
　
や
わ
ら
ぎ
会
館
　
4
階
　
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
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町 長 賞

教育長賞

校 長 賞

雪 丸 賞

宮下はる菜

山村　碧七

川野　絢子
永尾　翔一

宮本　　唯
高島　柚香
吉村　葵紅
松山　未来
植田　成美
木岐　菜摘
樋口　翔大
川内　愛子
太田　　響

（王寺 中 学 校）

（王寺南中学校）

（王寺 中 学 校）
（王寺南中学校）

（王寺 中 学 校）
（ 〃 ）
（ 〃 ）
（ 〃 ）
（王寺南中学校）
（ 〃 ）
（ 〃 ）
（ 〃 ）
（ 〃 ）

　

１１
月
２
日
（
月
）
王
寺
町
中
学

生
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
聖
徳
太
子
と
愛
犬
雪
丸
の
も

の
が
た
り
」
を
課
題
図
書
と
し
、

聖
徳
太
子
と
雪
丸
の
絆
を
し
っ
か

り
感
じ
ら
れ
る
感
想
が
多
数
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、

優
秀
で
あ
っ
た
作
品
に
賞
状
と
記

念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
２５
日
（
金
）、
東
京
都
で

開
催
さ
れ
た
第
８
回
全
国
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
競
技
会
（
立
位

片
麻
痺
８
ｍ
部
門
）
で
福
島
好
彦

さ
ん
（
６２
）
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
全
国
か
ら
過
去
最

多
の
１
４
５
人
が
集
結
。
昨
年
度

の
大
会
で
は
同
点
決
勝
で
２
位
で

し
た
が
、
今
回
は
２
位
に
８
点
差

の
完
勝
で
リ
ベ
ン
ジ
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
阪
で
開
催

さ
れ
た
関
西
大
会
で
は
一

般
の
競
技
者
と
の
中
で
、

男
子
８
ｍ
の
部
門
で
再
度

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ご
主
人
の
劇
的
な
優

勝
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
た
９

月
５
日
（
土
）
に
は
、
奥

様
の
福
島
君
枝
さ
ん

（
５７
）も
奈
良
県
大
会（
女

子
８
ｍ
部
門
）
で
優
勝
さ

れ
ま
し
た
。
本
大
会
は
、
県
下
か

ら
１
５
６
名
が
参
加
。
ご
主
人
に

負
け
ず
劣
ら
ず
の
活
躍
を
さ
れ
た

君
枝
さ
ん
は
、
各
地
で
開
催
さ
れ

る
大
会
で
も
常
に
優
勝
を
含
む
上

位
入
賞
を
果
た
す
実
力
者
で
あ
る

と
同
時
に
、
ご
主
人
の
良
き
サ

ポ
ー
タ
ー
役
と
し
て
夫
婦
の
絆
を

深
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ご
主
人
の
好
彦
さ
ん
は
５０
歳
の

時
、
脳
梗
塞
を
発
症
、
左
半
身
に

麻
痺
が
残
り
、
退
職
後
は
何
か
打

ち
込
め
る
も
の
は
と
探
し
て
い
た

と
き
、
泉
の
広
場
体
育
館
で
毎
週

火
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
吹
矢
の
ク
ラ
ブ
に
参
加

し
、
そ
の
後
は
朝
夕
の
自
宅
で

の
練
習
で
生
活
の
リ
ズ
ム
が
で

き
、
ダ
ラ
ダ
ラ
し
な
く
な
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

吹
矢
で
頑
張
る
夫
婦
の
絆

　 

ア
ベ
ッ
ク
優
勝
に
輝
く
！

「
聖
徳
太
子
と

　
　
　
愛
犬
雪
丸
の
も
の
が
た
り
」

読
書
感
想
文 

優
秀
作
品
を
表
彰
！

　円形の的をめがけて息を使って矢を放って
行う競技です。１ゲーム５本の矢を放ってそ
の得点を競う１９９８年に日本で生まれた新
しいスポーツです。最近では健康スポーツと
して評価され、国体でも取り上げられていま
す。王寺町では毎週火曜日午後、泉の広場
体育館で行っています。
（お問い合わせ080－3792－9268　若林）

スポーツ吹矢とは
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音楽のある
まちづくり
「人」と「人」をつなぐ
音楽あふれるまちへ

お問い合わせは、福祉介護課 介護保険係（内線１３３～１３６）

『
簡
単
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
で
脳
が
み
る
み
る
若
返
る
！

さ
あ
、
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
挑
戦
し
、
認
知
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

脳
か
ら
元
気
に
!!

王寺町在宅介護支援センター
　　「ハートランドしぎさん」1 ３３‐５０５０
大和園王寺在宅介護支援センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　 1 ７２‐８５８０
（いずれも王寺町委託）
　　　連絡は、２４時間３６５日可能です。

【高齢者相談窓口】 出前講座を実施中！！
　王寺町では認知症について理解を深めていただくために、出
前講座を実施しています。
　少人数から各種団体まで、ご要望により出前講座を実施します。
　（講座の所要時間は約1時間です）

　

１０
月
１８
日（
日
）、や
わ
ら
ぎ
会
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
、こ
こ
ろ

に
ピ
ア
ノ
♪
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
３８「
ハ
ン
ド
ベ
ル
で
と
き
め
く
映
画
音
楽
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

王
寺
町
を
拠
点
に
活
動
さ
れ
て
い
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
ハ
ン
ド
ベ

ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
３
チ
ー
ム
に
よ
る
演
奏
で
、映
画
音
楽
を
テ
ー

マ
に
し
た
名
曲
の
数
々
を
披
露
し
、観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

美
し
い
音
色
で
奏
で
ら
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
で
懐
か
し
い
映
画
の
名

場
面
が
思
い
出
さ
れ
、心
と
き
め
く
午
後
の
ひ
と
と
き
と
な
り
ま

し
た
。

　

次の答えになるように、□の中に「＋」か「－」を入れて、
計算式を完成させてください！！

1　

4　

7　

6　

8　

3

4　

5　

1　

3　

4　

8

3　

1　

3　

7　

2　

5

2　

7　

5　

1　

5　

2

6　

3　

8　

9　

9　

8

=　

=　

=　

=　

=　

=

問①

問②

問③

問④

問⑤

問⑥

計算問題
答え
 ありき!!

答え：①＋、＋、－　②＋、＋、－　③－、－、＋
     　④－、＋、－　⑤＋、＋、－　⑥＋、－、＋

足して漢字
漢字を構成している部分がバラバラになっています。
組み立てて、正しい漢字を完成させてください。　

例題

車　＋　又　＋　土　＝

① 又　＋　十　＝ 　□
② 十　＋　也　＋　ノ　＝ 　□
③ 辛　＋　一　＝ 　□
④ 月　＋　ナ　 ＝ 　□
⑤ ナ　＋　又　＝ 　□
⑥ 目　＋　竹　＋　木　＝ 　□

軽

［答え］ ①支 ②地 ③幸 ④有 ⑤友 ⑥箱

午
後
の
ひ
と
と
き
に
響
く

　
心
と
き
め
く

　
　
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
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ほ
り
ほ
り 

芋
掘
り
！

王
寺
町
の
３
小
学
校
が

　

  
さ
つ
ま
芋
掘
り
体
験

公
益
社
団
法
人
王
寺
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」 

美
化
奉
仕
活
動

会
員
募
集
中

　

１０
月
は「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」と
定
め

ら
れ
、社
会
奉
仕
活
動
等
を
通
し
た
普
及
運
動
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

王
寺
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、１０
月
２４
日（
土
）を「
シ
ル
バ
ー

の
日
」と
し
て
会
員
約
６０
名
参
加
の
も
と
、シ
ル
バ
ー
事
業
の
理
解
が
深
ま

る
よ
う
、久
度
大
橋
を
中
心
に
Ｊ
Ｒ
王
寺
駅
周
辺
の
美
化
活
動
を
行
う
と

と
も
に
、啓
発
物
品
も
同
時
に
配
布
し
ま
し
た
。ま
た
最
近
で
は
、雪
丸
ロ
ー

ド
の
季
節
ご
と
の
植
栽
も
専
属
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１０
月
２６
日
、２８
日
、30
日
、王
寺

町
の
３
小
学
校
が
さ
つ
ま
芋
掘
り

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
の
苗
植
え
以
降
、お
世
話

い
た
だ
い
た
農
業
委
員
の
方
々
の

お
か
げ
で
、た
く
さ
ん
の
さ
つ
ま
芋

を
掘
る
こ
と
が
で
き
、子
ど
も
た

ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

　

土
を
直
接
さ
わ
る
こ
と
が
少
な

く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

本
当
に
す
ば
ら
し
い
体
験
と
な
り

ま
し
た
。

　

概
ね
６０
歳
以
上
の
働
く
意
欲
と
意

志
を
も
っ
た
高
齢
者
が
参
加
し
、
臨
時

的
、
短
期
的
な
も
の
、
ま
た
、
軽
易
な

業
務
を
通
し
て
、
生
き
が
い
の
充
実
や

社
会
参
加
の
輪
を
広
げ
、
活
力
あ
る

地
域
社
会
を
目
指
す
も
の
で
す
。

 

・ 

高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
を
家
庭
、

　

事
業
所
、公
共
団
体
等
か
ら
引
き
受

　

け
会
員
に
提
供
す
る
都
道
府
県
知

　

事
許
可
の
公
益
社
団
法
人
で
す
。

 

・ 

国
、町
の
支
援
を
受
け
て
運
営
し
て

　

い
ま
す
。

 

・ 

就
業
や
収
入
の
保
障
は
あ
り
ま
せ

　

ん
が
、各
々
の
希
望
と
能
力
に
応
じ

　

た
働
き
方
が
で
き
ま
す
。

会
員
に
な
る
に
は

 

・ 

王
寺
町
に
在
住
し
、
概
ね
６０

　

歳
以
上
で
、
健
康
で
働
く
意

　

欲
の
あ
る
方
。

 

・ 

入
会
説
明
会
を
受
け
、
入
会

　

申
込
書
を
提
出
し
た
方
。

 

・ 

セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
し

　

た
方
。

 

・ 

定
め
ら
れ
た
会
費
を
納
入
し

　

た
方
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は

公
益
社
団
法
人
王
寺
町

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

〒
６
３
６
ー
０
０
０
３

王
寺
町
久
度
３ 

ー  

１  

ー  

１０

電　

話　
　

 

ー  

１
０
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

 

ー  

１
０
１
６

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は

７２７２

女
性
会
員
歓
迎
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み
が
わ

さ
る

　

メ
デ
ィ
ア
等
で
お
な
じ
み
の
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
感
情
認
識
機
能
を
持

つ
ロ
ボ
ッ
ト「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ（
ペ
ッ
パ
ー
）」が
王
寺
町
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
は
雪
丸
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
町
の
観
光
案
内
や

イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど
様
々
な
情
報
発
信
の
仕
事
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
ア
プ
リ
の
開
発
に
は
地
元
の
王
寺
工
業
高
等
学
校
情
報
処
理
部
の

生
徒
の
皆
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　

１1
月
16
日
に
は
、
お
披
露
目
報
道
発
表
会
が
行
わ
れ
、
平
井
町
長
は

「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
の
情
報
発
信
力
を
観
光
に
活
か
し
、
子
ど
も
達
に
は
最

先
端
技
術
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
で
き
れ
ば
」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

雪
丸
カ
フ
ェ 

ポ
エ
ム
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

「
雪
丸
」の
強
力
な
ア
シ
ス
タ
ン
ト

「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ（
ペ
ッ
パ
ー
）」誕
生
！！

▲「雪丸カフェ ポエム」
　 メニュー表

王寺町 地域交流センターの新たな賑わい！

お
問
い
合
わ
せ
は

　
　

政
策
推
進
課
（
内
線
２
０
６
）

　

平
成
28
年
の「
雪
丸
」年
賀
状
が

で
き
ま
し
た
。平
成
28
年
の
干
支
は

申（
さ
る
）と
い
う
こ
と
で
、奈
良

県
が
誇
る
お
守
り「
身
代
り
申
」と

一
緒
に
写
真
を
撮
っ
て
き
ま
し

た
。場
所
は
奈
良
市
奈
良
町
。

　
「
雪
丸
＆
身
代
り
申
デ
ザ
イ
ン
」

の
他
に
も
数
種
類
の
年
賀
状
パ

タ
ー
ン
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
年
賀
状
や
お
手
紙

に
使
え
る
イ
ラ
ス
ト
デ
ー
タ
が
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

王
寺
町
商
工
会
（
や
わ
ら
ぎ
会

館
３
階
）
と
、
王
寺
町
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
（
り
ー
べ
る
王
寺
東
館

５
階
）
で
『
雪
丸
』
が
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
年
賀
ハ
ガ
キ
が
現
在
好
評

販
売
中
で
す
。
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ

お
買
い
求
め
下
さ
い
。

▲雪丸＆身代り申デザインの年賀状（一例）

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

雪
丸
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀
は
が
き

　
　
　
　
　
　

２
０
１
６
好
評
販
売
中
♪

「
雪
丸
」
年
賀
状
で
わ
ん
ダ
フ
ル
な
新
春
を

※各自でハガキ等をご購入の上、
　ご家庭のプリンタなどで印刷し
　てください。

町ホームページ
雪丸ダウンロードコーナー
http://www.town.oji.nara.jp
/yukimaru/07download

ダウンロードはこちらから

▼
販
売
価
格　

１
枚
５５
円

　

１０
月
１７
日（
土
）、
王
寺
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内（
り
ー
べ
る
王

寺
東
館
５
階
）に「
雪
丸
カ
フ
ェ 

ポ
エ
ム
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
カ
フ
ェ
は
、
町
内
の「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ポ
エ
ム
」が
、

障
害
者
の
方
々
の
雇
用
の
場
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
形
式
で
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
お
り
、

焼
き
カ
レ
ー
や
、王
寺
町
観
光
・
広
報
大
使
で
あ
る「
雪
丸
」を
モ
チ

ー
フ
に
し
た
ス
イ
ー
ツ
が
お
ス
ス
メ
で
す
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
席
か
ら
は
、信
貴
山
や
生
駒
山
が
一
望
で
き
ま
す
の

で
、ゆ
っ
た
り
と
カ
フ
ェ
の
ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

　少子高齢化の進展、人口減少社会の到来など、本町を取り巻く情勢は厳しい中で、町民に必要な公共サービ
スを継続して安定的に提供することができるよう職員数の適正化を図ってきました。
　今後も、住民ニーズに即した行政サービスを実施していくうえで、行政コストを意識しながら必要な人材の
確保、人材育成、また、事務効率に優れた組織を構築し、最適な職員数で行政経営を行ってまいります。

町の職員数及び給与の状況をお知らせします。

１ 職員数

 ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。
※括弧書きは、国家公務員の給与減額支給措置が無かった場合の指数です。ラスパイレス指数の全国地方公共団体平均は、98.9です。（平成26年4月1日現在）

５ ラスパイレス指数

（注） １　「平均給料月額」とは、平成26年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。
 ２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員
　　　　　給与実態調査において明らかにされているものです。　

４ 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況(平成26年4月1日現在）

２ 人件費の状況（普通会計決算） ３ 職員給与費の状況（普通会計決算）

職員数（各年 4月 1日現在）　　　　　　　　　　　　　　 （人）

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 

一般行政

特　別

公営企業等

部門

区分

 区分 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年

 ４月１日現在 94.6 95 103.6(※95.5) 104.3(※96.2) 96.4

一般行政職

技能労務職

320,000円 386,500円

251,700円 280,457円

42.9歳

54.8歳

平成26年度
職員給与費計

職員手当

人件費

人件費以外

期末勤勉手当

給料（130人）
4億6,501万5千円

9,959万1千円

1億7,353万3千円

61億6,021万円
84％

11億7,583万4千円
16％

73億3,604万4千円
7億3,813万9千円
一人当たり給与費

平成26年度
歳出額

567万8千円

総　合　計

議 会
総 務
税 務
労 働
農 水
商 工
土 木
民 生
衛 生
小 計
教 育
小 計
水 道
下 水 道
国保・介護
小 計

3
34
10
1
1
1
10
15
8
83
50
50
12
3
5
20
153

3
29
10
1
1
1
8
14
9
76
47
47
11
2
5
18
141

3
29
10
1
1
1
5
15
9
74
50
50
11
2
8
21
145

3
30
9
1
1
1
6
15
7
73
48
48
11
2
7
20
141

3
31
9
1
1
4
10
18
9
86
45
45
11
2
7
20
151

この内容については、他の項目も含めて、ホームページに掲載しています。
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　ル　ャ　サ　ン　ル　ャ　サ　ン　ル　ャ　サ　ンカ　チ　ー　ロ　カ　チ　ー　ロ　カ　チ　ー　ロ　
　

前
回
、
人
の
く
ら
し
と
明
神
山

の
関
わ
り
に
つ
い
て
「
八
朔
」
と

い
う
行
事
を
中
心
に
見
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
住
民
の
方
か
ら
提
供

し
て
い
た
だ
い
た
資
料
を
も
と

に
、
思
い
も
か
け
な
い
明
神
山
の

歴
史
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

松
茸
狩
り
は
送
迎
山
へ

　

写
真
に
あ
げ
て
い
る
の
は
昔
の

チ
ラ
シ
で
す
。
チ
ラ
シ
に
は
「
…

行
楽
乃
秋
…
松
茸
狩
は
王
寺
駅

附
近
の
送
迎
山
へ
！
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

送
迎
山
と
は
、
か
つ
て
西
山
と

も
よ
ば
れ
た
山
で
、
今
の
明
神
山

か
ら
美
し
ヶ
丘
の
住
宅
地
に
な
っ

て
い
る
あ
た
り
ま
で
を
含
ん
だ
名

称
で
す
。
チ
ラ
シ
に
よ
れ
ば
、
そ

の
送
迎
山
で
松
茸
狩
り
が
で
き
た

と
い
う
の
で
す
か
ら
驚
き
で
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
チ
ラ
シ
で
は
、

10
月
10
日
が
山
開
き
で
、
31
日
ま

で
の
期
間
中
は
駅
か
ら
山
ま
で
の

臨
時
バ
ス
の
増
発
と
鉄
道
の
運

賃
割
引
が
あ
る
と
宣
伝
さ
れ
て
い

ま
す
。
湊
町
（
Ｊ
Ｒ
難
波
）・
天

王
寺
か
ら
の
運
賃
を
往
復
二
割
引

と
し
、
そ
う
し
て
王
寺
駅
ま
で
来

た
人
を
畠
田
ま
で
増
発
し
た
バ
ス

で
運
び
ま
し
た
。
多
く
の
行
楽
客

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
様
子
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

松
茸
を
楽
し
む

　

こ
の
チ
ラ
シ
に
は
「
お
山
の
定

食
」
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
人
前
の
価

格
は
80
銭
で
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は

「
か
し
わ
」（
鶏
肉
）
40
匁
（
１
５

０
ｇ
）、「
松
茸
」
50
匁
（
約
１
９

０
ｇ
）、そ
し
て
「
あ
し
ら
い
」（
添

え
物
）の
４
品
に
、何
と「
松
茸
飯
」

の
「
た
べ
次
第
」（
食
べ
放
題
）

も
付
い
て
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く

鶏
肉
と
松
茸
、
添
え
物
は
す
き
焼

き
に
し
た
の
で
し
ょ
う
。
松
茸
を

楽
し
む
光
景
が
目
に
浮
か
び
、
お

い
し
い
匂
い
ま
で
も
が
想
像
で
き

ま
す
。

　

チ
ラ
シ
に
は
、
手
書
き
で
「
昭

和
十
三
年
前
後
の
価
格
」
と
書
き

添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
送
迎
山
で

の
松
茸
狩
り
は
、
昭
和
30
年
代
ま

で
は
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

松
茸
が
採
れ
な
く
な
っ
た
の

は
、
人
が
山
を
手
入
れ
す
る
「
里

山
」
が
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
神
山
で

再
び
松
茸
が
採
れ
れ
ば
…
。
そ

ん
な
未
来
も
楽
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

▲ 送迎山での松茸狩りのチラシ

行
楽
の
秋
は
明
神
山
へ

〜
松
茸
狩
り
の
チ
ラ
シ
〜

第31回

   思いつくまま、
歴史の旅は

っ
さ
く

の

ふ 

き
ん

に
し
や
ま

せ
ん

さ
と

や
ま

も
ん
め

ひ
る
め 

や
ま
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●火・水・木・金曜日

印は休館日です

9:30～19:00
●土・日曜日・祝日 9:00～17:00

図書館ホームページアドレス
http://www.library.oji.nara.jp/

http://www.library.oji.nara.jp/i/ihome.html

TEL:0745-73-3398
FAX:0745-31-5123

12月

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

5

12

19

26

6

13

20

27

火 水 木 金 土日 月

4

11

18

25

1

8

15

22

29

7

14

 21

28

開館時間

お問い合わせ

携帯版

1月

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

火 水 木 金 土日 月

24
31

小説・エッセイ 趣味・実用書 歴史・社会・その他

え　ほ　ん ものがたり ち　し　き

おすすめ新着図書（10月末現在）

　薩摩藩に非情な命が
下る。天下の暴れ川・木曽
三川の治水工事。総奉
行・平田靱負は一路美濃
へ。狡猾な輪中の民から
の愚弄、積み重なる借財、
故郷に残した妻子の苦渋
…。己の責務に命をかけ
た男たちの戦いを描く。

　ぼくらは知恵と工夫
で、世界を救うために生
まれてきた。小さな町工
場から自家製ロケットを
打ち上げ、宇宙開発の
常識を逆転。日本一の
空想経営者が“どんな
夢も実現させる方法”を
語る。

『頂上至極』 
　　　　　　　　     　　村木嵐：著

『そらとぶでんしゃ』
　　　　 　　　　　　アンマサコ：作

『わが心のジェニファー』 浅田次郎：著
『メビウスの守護者』 川瀬七緒：著

『この世にたやすい仕事はない』 
　　　　　　　　　　津村記久子：著
『あこがれ』 川上未映子：著
『北天に楽土あり』 天野純希：著
『鍵の掛かった男』 有栖川有栖：著
『おれたちを笑え！』 椎名誠：著
『天国でまた会おう』 
　　　　　　　ピエール・ルメートル：著

『好奇心を“天職”に変える空想教室』
　　　　　　　　　   　　 植松努：著

　携帯の方法、
「チンする」食生
活、「キャラ弁」の
世界、「できる母」
のイメージ…。さ
まざまな観点から
「おべんとうと日
本人」について考
察する。読むと作りたくなる、ユニーク
な食文化論。

『おべんとうと日本人』 
　　　　　　　　　　　加藤文俊：著

『答えにくい子どもの「なぜ？」に
  お釈迦さまならこう言うね！』
　　　　　　　　　  　増田俊康：著
『動物翻訳家
  心の声をキャッチする、飼育員のリアルストーリー』
　　　　　　　　　  　片野ゆか：著
『ロボットの脅威』
　　　　　　マーティン・フォード：著
『ラーメンの語られざる歴史』
　　　　　　 　  ジョージ・ソルト：著

　ずっと憧れていた放
送委員になった、小学
４年生のかえで。一緒
に番組を担当すること
になったこうへいは、ち
びで、おしゃべりで、
おっちょこちょいで、お
まけにジコチュウ。放
送を邪魔されて、落ち込むけれど…。

　読むと算数・数
学が好きになる！
かわいいイラスト
とともに、美しく
奥深い「数の世
界」をご案内。単な
る知識ではない、
数学に関するセンスを磨き、より深く広
い「数学脳」を育む本。

　電車が大好きな
男の子が、牛乳パッ
クで電車を作りまし
た。色をぬろうと、赤
いクレヨンを持った
瞬間、男の子は小さ
くなって、机の上に
…。クレヨンの仲間た
ちとの、紙の電車の冒険物語。

『お昼の放送の時間です』　　
 　　　　 　　　　   乗松葉子：作

『世界一おもしろい数の本』　　　　　
カリーナ・ルアール　フロランス・ピノー：文

『確実に速くなるランニングの科学』
　　　　　　　　　    鈴木清和：著

『だまし犯罪百科 巧妙な話術と手口の全貌』
　　　 　　　　　　　  間川清：著

『日本全国万葉の旅』
　　　　　 坂本信幸・村田右富実：著

『義太夫を聴こう』　　　 橋本治：著

冷え･風邪対策

神社について知ろう

着物を楽しもう

年中行事について学ぼう

図書館 『今月の特集』 コーナー図書館 『今月の特集』 コーナー図書館の
イベント

きらきら(6歳以上向け)
12月27日（日）14：00～

にこにこ(3歳以上向け)
12月20日（日）14：00～

ぴよぴよ(1・2歳以上向け)
1月 5日（火）10：30～

おはなしふれあいタイム
1月16日（土）14：00～

読み聞かせ

イベント

ヨムヨム(4歳以上向け)
12月 13日（日）14：00～

ヨムヨム(4歳以上向け)
1月10日（日）14：00～

　11月13日に大人のための朗読会
を開催しました。みなさんの心に響く
ものがあったのではないでしょうか。

「朗読のつどい」を開催！
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王
寺
町
文
化
協
会

川
柳
・
短
歌
・
俳
句
部
会

太
平
美
津
子

刈
り
取
り
の
終
は
れ
ば
た
だ
に
春
待
つ
か
葛
城
古
道
稲
架
も
見
え
ず中

川
　
慶
子

娘
ら
よ
り
の
心
の
こ
も
る
金
婚
の
大
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
九
州
旅
行

小
島
彩
起
子

庭
隅
の
百
日
草
の
末
枯
る
る
を
見
つ
つ
な
つ
か
し
き
友
思
ひ
を
り

芝
池
小
夜
子

懐
か
し
き
人
と
ま
み
え
る
文
化
祭
支
え
あ
い
学
ぶ
喜
こ
び

今
西
　
幹
二

青
空
の
彼
方
の
機
影
音
も
な
く
白
線
ひ
き
て
ゆ
っ
く
り
と
行
く

塩
川
　
雄
三

草
紅
葉
余
生
大
事
に
生
き
て
を
り

中
山
　
富
子

紅
葉
散
る
浮
び
し
言
葉
ふ
と
忘
れ

長
谷
川
紀
美
子

初
冬
の
日
き
ら
め
か
せ
を
り
堰
の
水

本
多
紀
代
子

紅
葉
し
て
何
時
も
と
違
ふ
竜
田
川

五
十
嵐
廣
子

冬
紅
葉
際
立
ち
見
ゆ
る
川
向
う

森
川
　
　
翠

木
を
守
る
金
綱
つ
け
て
紅
葉
濃
し

　
寺
川
　
幸
子

雑
草
の
中
に
野
菊
や
万
歩
計

相
嶋
　
克
美

老
体
に
鞭
打
っ
て
い
る
万
歩
計

来
田
甚
之
市

こ
の
土
を
掘
れ
ば
歴
史
も
覆
る

小
林
　
和
之

ま
ん
ま
る
い
言
葉
に
古
希
が
蹴
倒
さ
れ

西
　
　
和
雄

力
ま
ず
に
空
気
の
よ
う
に
マ
イ
ペ
ー
ス

中
山
恵
美
子

執
着
の
ひ
と
色
風
に
盗
ま
れ
る

菱
木
　
　
誠

背
信
の
背
中
へ
爪
を
研
い
で
い
る

　
井
仲
　
泰
正

黙
秘
権
包
み
隠
し
た
ま
ま
眠
る

清 掃 分 庁 舎 tel 73-2518 fax 73-2518
泉の広場公民館 tel 73-1162 fax 40-0744

王 寺 ア リ ー ナ
文化福祉センター
老人憩いの家片岡の家

tel 72-1033 fax 72-1033
tel 32-5201 fax 73-6333
tel 72-6602 fax 72-6602

や わ ら ぎ 会 館
図  書  館  シルバー人材センター

tel 31-5555 fax 72-9588
教育委員会事務局 tel 72-1031 fax 72-9588

tel 73-3398 fax 31-5123 tel 72-1018 fax 72-1016
お知らせコーナー

　

冬
季
は
日
照
時
間
が
短

く
、
早
朝
深
夜
に
冷
え
込

む
た
め
、
空
調
や
照
明
等

の
使
用
時
間
が
夏
季
に
比

べ
長
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、一
日
の
う
ち

で
電
力
使
用
の
大
き
い
時

間
帯
が
多
く
な
り
、
朝
方

起
床
時
と
夕
方
帰
宅
時
と

２
度
ピ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
内
の
節
電
は
、
こ

の
時
間
帯
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
り
ま
す
。

○
一
部
屋
に
集
ま
り
、
使

　

わ
な
い
部
屋
の
電
気
は

　

切
る
。

○
エ
ア
コ
ン
な
ど
暖
房
の

　

設
定
温
度
は
、
20
℃
に
。

○
扇
風
機
で
暖
か
い
空
気

　

を
循
環
さ
せ
る
の
も
効

　

果
的
で
す
。

○
フ
ィ
ル
タ
ー
の
定
期
的

　

な
清
掃
も
大
切
で
す
。

○
断
熱
用
品
な
ど
を
活
用

　

し
て
、
外
か
ら
の
冷
気

　

を
防
ぐ
。

○
重
ね
着
な
ど
で
保
温
性

　

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

冬の平日の電気使用（イメージ）

参考：経済産業省資料
9時

全体

家庭

節電をお願いしたい
時間帯

ｋW

18時 21時

家庭で取り組む
冬の節電

　冬は暖房と照明の電気使用量の割
合が高くなります。
　電力の安定供給のために、引き続き、
家庭での節電の取り組みをお願いし
ます。

節電のポイント
　　ひと工夫して暖かく
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お問い合わせは、福祉介護課（内線１３９）

12月の税金・保険料を
お忘れなく!

 納期限【12月25日（金）】

※納付は便利な口座振替もご利用下さい。

　平成27年11月12日（木）・13日（金）に愛媛県松山市で行われた第56回全国スポーツ推進
委員研究協議会において、伏見　敏彦さん・伏石　誠子さん・山口　巖さんが３０年勤
続スポーツ推進委員表彰を受賞されました。

受賞おめでとうございます

王 寺 町 役 場
上 下 水 道 課

tel 73-2001 fax 32-6447
tel 73-2568 fax 32-0620

地域交流センター
保 健 セ ン タ ー
中 央 公 民 館

tel 33-3000 fax 33-3001
tel 33-5000 fax 33-5001
tel 32-0261 fax 31-3555

お知らせ
コーナー

▲ 昨年は福祉作業所「ポエム」の
　 作品を展示しました。

王寺町善意銀行  
ご寄附いただきありがとうございました

善意のご寄附

【社会福祉協議会へ】

寄せられた寄附は、地域福祉事業に
有効に活用いたします。

◎上山孝子様 から
　 　・・・・・・・・・・・・・・5,000円
◎白雪会様 から
　 　・・・・・・・・・・・・・・1,528円また、役場窓口をはじめ、町内公共施設にも募金箱を設置

しております。みなさん、ご協力をお願いします。

・国民健康保険税（6期）

・介護保険料（6期）

・固定資産税・都市計画税（3期）

・後期高齢者医療保険料（6期）

クラウドファンディング72件
郵便払込他125件

（11月12日現在）

現在の寄付金額￥2,122,614

達磨寺方丈修復プロジェクト
ご寄付ありがとうございます!

毎年１２月３日から９日は「障害者週間」です
　「障害者週間」は、障害についての関心と理解を深めるとともに、
障害のある人が社会、経済、文化など、あらゆる分野の活動に参加
する意欲を高めるために設けられました。
　私たちの生活の中では、障害のことを知らないために、障害のあ
る人に不自由や不快な思いをさせてしまうことがあるかもしれま
せん。特に、外見から分かりにくい障害には、周囲の理解が必要とな
ります。障害のことを知り、ちょっとした配慮や手助けがあれば、障
害のある人の暮らしは変わり、社会参加の機会は広がります。
　障害の有無にかかわらず、みんなで支えあう共生社会の実現に
は、そんな私たち一人ひとりの「ちょっとした心づかい」が必要とな
ります。この「障害者週間」をきっかけに、「ちょっとした心づかい」か
ら始めてみませんか。



す
く
す
く
王
寺
っ
こ
平
成
27
年
10
月
14
日（
水
）撮
影
（
10
か
月
児
健
診
に
て
）

あ・と・が・き

■
 発
行
・
編
集
／
王
寺
町
役
場
・
政
策
推
進
課

■
 発
行
年
月
日
／
平
成
2
7
年
12月

4日（
金
）

　10月に、王寺町の３小学校でそ
れぞれ行われた「さつま芋掘り体
験」の時のひとコマです。秋空の下、
子どもたちは元気いっぱいさつま芋
掘りを行い、大物がとれたときには、
最高の笑顔を見せてくれました。

 2015. 12  N
o.656

王寺町公式サイト http://www.town.oji.nara.jp/
eメール yawaragi@town.oji.nara.jp

この用紙は再生紙を使用しています。
環境負荷が少ない植物油インキを使用しています

〒
636-8511 

奈
良
県
北
城
郡
王
寺
町
王
寺
2丁
目
1ー
23 

tel 0745ー
73ー

2001  fax 0745ー
32ー

6447
■
 王
寺
町
役
場
 

王
寺
町
役
場

■今月の表紙

のうごき 平成27年10月31日現在（前月比）
人口 23,463人（+27） 男 11,153人（+21） 女 12,310人（+6） 世帯数 9,894世帯（+17）

　こんにちは！王伸担当のコウちゃんです。
１２月になり今年も残すところ、あとわずかとなってまいり
ました。みなさんにとって２０１５年はどんな年でしたか？
　今年も王寺町広報紙「王伸」をご覧いただき、ありがとう
ございました。来年も「王伸」、そして「王寺町」をよろしくお
願いいたします。来年もみなさんにとって、すばらしい年で
あることを心からお祈り申し上げます。

健人ちゃん（10か月）
けん   と
▲

すくすく元気に育ってね
到希ちゃん（10か月）
とう　き
▲

毎日素敵な時間をありがとう！
遥翔ちゃん（10か月）
はる　と
▲

遥翔の笑顔が大好き！
すくすくと成長してね

翔太ちゃん（11か月）
しょう  た

陽楓ちゃん（3歳）
はる　か

▲

幸せをいっぱいありがとう♡
大好き♡

創亮ちゃん（10か月）
そう すけ

悠亮ちゃん（10か月）
ゆう すけ

▲

２人仲良く育ってね

美優ちゃん（11か月）
みゅう

雄斗ちゃん（3歳）
ゆう　と

▲

２人のママで良かった♡
ずっと大好きだよ♡

航希ちゃん（11か月）
こう　き
▲

航ちゃんの笑い声大好き♡

理帆ちゃん（11か月）
り　 ほ
▲

いっぱい遊んで、大きくなってね
悠希ちゃん（11か月）
ゆう　き

希実ちゃん（3歳）
のぞ　み

▲

皆を笑顔にしてくれる悠希。
元気に育ってね

拓実ちゃん（11か月）
たく　み
▲

いつも元気いっぱいの
笑顔をありがとう♡

結翔ちゃん（11か月）
ゆい　と
▲

笑顔いっぱい元気いっぱい
成長してね☆

佑ちゃん（10か月）
たすく
▲

自分のペースで元気に育ってね
稔平ちゃん（10か月）
じん ぺい

英将ちゃん（4歳）
えい すけ

▲

兄弟仲良く逞しく育ってね！！

柊晴ちゃん（10か月）
しゅうせい
▲

柊ちゃん、これからもすくすく
育ってね！

叶大ちゃん（11か月）
かな　た
▲

叶大 くん大好き♡
すくすく元気に育ってね！！
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